
　

白
隠
慧
鶴
（
一
六
八
五
〜
一
七
六
八
）の
禅
画
と
墨
蹟
は
、自
ら
が
連
な
る
祖
師
を
拝
す
る
思
想
が
顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。白
隠
が
描
く
祖
師
の
像
、祖
師
が
の
こ
し
た
語

を
認
め
た
墨
蹟
か
ら
は
、禅
宗
初
祖
・
菩
提
達
磨
や
臨
済
宗
祖
・
臨
済
義
玄（
？
〜
八
六
七
）の
み
な
ら
ず
、虚
応
燈
※
1
の
法
灯
と
、関
山
禅
※
2
を
重
ん
じ
る
姿
が
う
か
が
え

ま
す
。こ
う
し
た
姿
は
、近
世
前
期
の
禅
匠
と
し
て
名
高
い
愚
堂
東
寔
（
一
五
七
七
〜
一
六
六
一
）に
ま
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
、こ
れ
ら
の
遺
墨
の
多
く
は
、白
隠
の
思
想
の

根
幹
に
あ
っ
た
祖
師
の
教
え
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　

白
隠
が
描
く
祖
師
の
姿
は
実
に
多
様
で
す
。い
わ
ゆ
る「
留
守
模
様
」※
3
に
て
描
か
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、な
か
に
は
祖
師
の
す
が
た
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
い
も
の
ま
で

あ
り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
作
品
が
と
り
わ
け
謹
直
な
筆
致
で
あ
る
の
も
、ほ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
の
遺
墨
に
み
ら
れ
な
い
魅
力
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

祖
師
が
た
か
ら
白
隠
へ
伝
え
ら
れ
た
法
灯
は
、東
嶺
圓
慈
（
一
七
二
一
〜
九
二
）・
遂
翁
元
盧
（
一
七
一
七
〜
八
九
）・
峨
山
慈
棹
（
一
七
二
七
〜
九
七
）・
良
哉
元
明
（
一
七
〇

六
〜
八
六
）・
提
洲
禅
恕
（
一
七
二
〇
〜
七
八
）等
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
堅
持
さ
れ
ま
し
た
。白
隠
下
の
傑
僧
た
ち
は
、白
隠
の
教
え
の
み
な
ら
ず
禅
画
を
も
受
け
継
ぎ
、師
の

書
風
と
画
風
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
も
つ
遺
墨
を
数
多
く
遺
し
て
い
ま
す
。

　

白
隠
禅
師
二
百
五
十
年
遠
諱
を
記
念
し
、三
回
シ
リ
ー
ズ
に
て
開
催
す
る
展
覧
会「
白
隠
」も
本
会
期
で
最
終
期
と
な
り
ま
し
た
。今
期
は
、白
隠
が
描
く
祖
師
の
姿
と
、

祖
師
が
の
こ
し
た
語
を
認
め
た
遺
墨
を
展
観
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
作
品
を
通
じ
、白
隠
の
思
想
の
根
幹
に
あ
っ
た
祖
師
の
教
え
、ひ
い
て
は
臨
済
宗
の
宗
風
を
再
確
認
す
る

機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。さ
ら
に
、白
隠
下
の
禅
画
と
墨
蹟
に
よ
り
、そ
の
系
譜
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、白
隠
下
の
遺
墨
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

※
1  

虚
堂
智
愚
（
一
一
八
五
〜
一
二
六
九
）・
大
応
国
師（
南
浦
紹
明
、一
二
三
五
〜
一
三
〇
八
）

  　
　

大
燈
国
師（
宗
峰
妙
超
、一
二
八
二
〜
一
三
三
七
）

※
2  

妙
心
寺
開
山
・
関
山
慧
玄（
一
二
七
七
〜
一
三
六
〇
）の
法
灯

※
3  

人
物
を
描
か
ず
、そ
れ
を
象
徴
す
る
物
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
す

1  

関
市
指
定
有
形
文
化
財　

虚
堂
智
愚
像　

白
隠
慧
鶴
自
画
賛　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

岐
阜
県
関
市
・
梅
龍
寺 

【
前
期
】

2  

墨
蹟「
柏
樹
子
話
有
賊
機
」　

白
隠
慧
鶴
筆　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

東
京
都
文
京
区
・
徳
源
院 

【
前
期
】

3  

錬
丹
図　

東
嶺
圓
慈
自
画
賛　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

静
岡
県
三
島
市
・
龍
澤
寺 

【
前
期
】

4  

隻
履
達
磨
図　

白
隠
慧
鶴
自
画
賛　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

愛
知
県
西
尾
市
・
華
藏
寺 

【
前
期
】

5  

目
一
つ
小
僧
図　

提
洲
禅
恕
自
画
賛　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

大
分
県
中
津
市
・
自
性
寺（
大
雅
堂
） 【
後
期
】

6  

神
農
図　

遂
翁
元
盧
自
画
賛　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

静
岡
県
沼
津
市
・
永
明
寺 

【
後
期
】

7  

柿
に
烏
図　

峨
山
慈
棹
自
画
賛　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

東
京
都
文
京
区
・
麟
祥
院 

【
前
期
】

8  

墨
蹟「
庭
前
柏
樹
子
」　

良
哉
元
明
筆　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

愛
知
県
西
尾
市
・
花
岳
寺 

【
後
期
】

9  

慧
可
断
臂
図　

白
隠
慧
鶴
自
画
賛　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

大
分
県
臼
杵
市
・
見
星
寺 

【
後
期
】

【
前
期
】10
月
9
日﹇
月
・
祝
﹈│
11
月
11
日﹇
土
﹈  【
後
期
】11
月
13
日﹇
月
﹈│
12
月
9
日﹇
土
﹈

1
〜
4
・
9
は
、撮
影

：

第
一
ス
タ
ジ
オ 

堀
出
恒
夫　

提
供

：

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

背
景
右

：

蘆
葉
達
磨
図（
留
守
模
様
）﹇
部
分
﹈　

白
隠
慧
鶴
自
画
賛　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

東
京
都
世
田
谷
区
・
龍
雲
寺 

【
前
期
】

背
景
下

：

愚
字
面
壁
達
磨
図﹇
部
分
﹈　

白
隠
慧
鶴
自
画
賛　

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）　

大
分
県
中
津
市
・
自
性
寺（
大
雅
堂
） 【
前
期
】
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白
隠
禅
師
二
百
五
十
年
遠
諱
事
業
は
、平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
の
二
ヶ
年
に
わ
た
り
厳
修
し
ま
す
。


